
１ 学校・家庭・地域が一体となって 

  子どもを育む 
家庭・地域編 

 学校が育てたい子どもの姿には、家庭や地域も共通する願いが含まれています。子ども
たちが自分で考え、行動できる大人に成長するように、学校や家庭・地域で子どもの学び
の場を意図的に仕組むことが大切です。学校・家庭・地域が一体となって子どもを育む、
３者の「連働」の具体例を紹介します。 

（１）学校・家庭・地域の連働、県内の事例 

※連働とは…同じ目的のために対等な立場で協力して働くこと 

 子どもたちが自分で考え、行動できる大人に成長す

るためには、様々な経験をすることが必要です。した

がって、経験したことがないことについては、誰かが

教える必要があるということです。 

 学校・家庭・地域での様々な経験を通して、子ども

は力を付けます。大人がそれぞれの役割を果たしなが

ら子どもとかかわり、成長を見守っていきましょう。 

☆学校と家庭ですること 
（２者の連働） 

 ＰＴＡ活動 
  ・親子会、資源回収、学年 
   学級懇談、保護者会など 
 よりよい生活習慣づくり 
  ・早寝早起き、朝食、歯み     
   がき、お手伝い、家庭学 
       習、読書、テレビやゲー 
       ムとの付き合い方など 

 
 

 ・親子でしっかりと話し合っ 
     て計画を立てる。取り組む  
     際に大人の過剰な応援は禁 
     物、しっかり見守り、適宜 
     支援する。 

学校 

家庭 地域 

☆家庭と地域ですること（２者の連働） 

 公民館や町内会、子ども会の行事 
  ・子どもが参加できる公民館の講座、スポー 
       ツイベント 
  ・資源回収、防災訓練、納涼祭など 

 
 

 ・子どもを事業の計画段階から参加させ、子 
      どもにできる役割を与えて、地域(大人)は  
      活動を支援する。 

☆学校と地域ですること 
（２者の連働） 

学校と地域の共催事業 
 ・伝統芸能等の指導 

（部活動、クラブ活動） 
 ・学校支援ボランティア 
 ・放課後子ども支援など 

 
 

   ・日頃からのかかわりを大事 
    にし、地域の方が学校に来 
      やすい環境づくりに心がけ 
  る。 

ポイント 

ポイント 

ポイント 

☆学校・家庭・地域ですること 
（３者の連働） 

学校・家庭・地域の共催事業 
   ・通学合宿、運動会、公民館祭など 

 
 

   ・３者の信頼関係を築き、スムーズな取組が  
      できるように連携を密にとる。 

ポイント 

 ＜環境づくりの例＞ 
①学校のあたたかい応対 
 （笑顔・声かけ） 
②学校行事への招待 
③地域の方を迎えるための掲示物 
④学校だよりでの啓発       
⑤地域の方のための控え室の設置など 

 



 ② 効果 

・ボランティアの多様な 
 知識や経験により、多  
 様な体験の場が増え、 
 子どもたちの学習に対 
 する興味や関心が高ま 
 る。 
・地域の大人たちとの交 
 流によりコミュニケー 
 ション能力や社会性が 
 育つ。 
・周りの人への感謝の気 
 持ちや、地域への愛情 
 が深まる。 

・知識や経験を活かせ、地 
 域に貢献しているという 
 満足感が得られる。 
・子どもたちや他のボラン 
 ティアと一緒に活動する 
 ことにより、仲間が増え 
 生きがいづくりにつなが 
 る。 
・学校内はもとより、学校 
 外でも子どもたちとあい 
 さつをしたり言葉を交わ 
 したりするようになり、 
 元気がもらえる。 

・家庭や地域との連携が一   
 層深まり、開かれた学校 
 づくりを進めることがで 
 きる。 

・学校の環境整備が進んだ 
 り、校内、通学路の安全 
 性が高まったりする。 

・ボランティアが手伝うこ  
 とにより、教員にしかで 
 きない子どもの指導等に  
 より多くの時間を充てら 
 れるようになる。 

子どもたち ボランティア 学校・教職員 

 ③ 活動場面 

 ① 仕組み 

○学校担当者が担任への聞き取りで支援が必要な活動場面を集約し、要請につなげる。 
○担任はボランティアと活動前の打合せと活動後の振り返りを必ず行い、情報共有する。 
○教職員は日頃からのかかわりを大事にし、地域の方が学校に来やすい関係をつくる。 

教職員の温かい笑顔や声かけが、ボランティアの方々の励みになります。 

 ④ コーディネーター、ボランティアとの連携 

（２）「学校支援ボランティア」について 

 

 学校からの要請を受け
て、学校支援ボランティア
の中から内容にあった人を
探して学校に派遣する。 

小･中学校 地域 

 どのような人材がどん
なときに必要かを教職員
で話し合い、支援を要請
する。 

 環境整備、学習支援、読
み聞かせ、登下校の見守り
などの活動を行う。 

地域 
コーディネーター 

連絡・調整 連絡・調整 

学校支援ボランティア 

（地域の方、保護者） 

登録 

○下学年学習、生活支援 
・音読や九九の暗唱の聞き手 
・給食時の支援 
・読み聞かせ 
・算数科（加減の計算） 
・生活科（昔遊び、町探検）  
・授業中の声かけ 
・清掃時の補助 
・放課後学習支援 など 

○上学年・中学校学習支援 

・算数科（そろばん） 
・家庭科（裁縫､ミシン） 
・書写（毛筆） 
・理科（実験） 
・外国語活動 
・放課後学習支援 
・総合的な学習の時間 
・クラブ活動  など 

○登下校安全指導等 
・通学路のパトロール 
・あいさつ運動 など 

○学校行事 
・伝統芸能の指導 
・マラソン大会の見守り 
・行事の準備や片付け 
・地域の清掃活動 など 

○環境整備 
・花壇の整 
 備 
・樹木の剪  
 定 
・図書の整  
 理や修理 
・備品の修 
 理 など 



 ボランティアが学習等を支援することで、児童生徒の学習に広がりや深まりを持たせるこ
とができます。事前に学習内容や場の設定等の打合せをすることで、学習のねらいがより
はっきりした授業になります。また、ボランティアと協力することで授業者は個別対応がし
やすくなり、児童生徒に達成感を味わわせることができます。 

学習支援当日までの流れ 

 

 

④ 
授業者とボ
ランティア、
コーディネー
ター、の事前
打合せ           

ねらい、学習
内 容、支 援
等の共通理
解 

  ① 
学校担当者が
希望する学習
支援を聞き取り 

 
いつ？ 誰に？ 
どんな内容？ 

 ② 
学校担当者
が自校の要
望を集約して
コーディネー
ターや地域
に依頼 

 ③ 
コーディネー
ターが学習
内容や児童
生徒の実態
に合わせて
ボランティア
に依頼 

学校がコーディネーターへ 
コーディネーターが 
ボランティアへ 

学校とコーディネーター・ 
ボランティア 

①：学校支援ボランティア活動実践ハンドブックと聞き取り用紙 ②：ボランティア募集チラシ 

⑤：学級・学年通信、学校便り等での情報 
  発信 

 ⑤ 学校支援ボランティアの活用の実際 

⑤ 
 当日の学習  
 支援  
  
 振り返り 
 

情報発信等 

郡家東小・学校便り 
東中・学校便り 


